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かせる」「同じ年代の子どもをもつ親へのエンパワーメント」と 6 つに分けられた。  
IV. 考察 
 サロン参加者は、初産婦に限らず経産婦も 38％と多かった。参加した経産婦は子ど
もを実家や義父母に預けたり、公的資源を活用してサロンに参加していた。子どもを安
心して預け、過去の体験である分娩の想起や出産前を振り返る時間、現在の思い・悩み
を表出できるプログラムや看護支援は、母親役割取得過程にある自身を振り返る場を保
証する支援になっていた。  
V. 研究の限界と今後の課題 
本研究は、一医療機関で出産し退院された母親を対象としている。また、対象者数も
少ないため今回の結果を一般化することには限界がある。今後は対象者数を増やすこと、
産後の継続支援の効果など縦断的に調査していきたいと考える。  
本研究にご協力くださいました医療機関の施設長および看護職員、サロンに参加され
た皆様すべての方々に感謝申し上げます。本研究は、日本母性衛生学会発表予定です。 
